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明るい未来のために
山口・髙田　華
　「次のニュースです。京都市の自宅で当時五歳の長女に暴行を加え、死亡させたとして母親が逮捕された事件で、京都地検は母親を傷害致死の罪で起訴しました。」
　朝、母が作ってくれたフレンチトーストを食べながら、
「可哀想に･･･。」
と、私はテレビに向かってつぶやきました。
　最近、虐待のニュースを見ると、どうしてこんな最低な人がいるのか、やり場の無い怒りを感じていました。すると、洗い物をしながら母が、
「お母さん、一人でがんばり過ぎたのかな？近くに相談出来る人や、助けてくれる人はいなかったのかな･･･。」
と、言ったので、私はおどろき、
「このお母さん、子供を殺したんだよ？最低な人なんだよ？」
と、言いました。すると母は洗い物をやめて二階へ行き、一冊のノートを持っておりて来て、
「もう六年生だし、見ても大丈夫よね？」
と言い、私が生まれた時の、育児日記を見せてくれました。
　（二〇〇八年二月二十五日、夜まったく寝てくれない。授乳をしてもおむつを変えても大泣き。私まで泣いてしまった。自分が情けない。）
　（二〇〇八年三月三日、初節句。おめでたいお祝いのはずなのに、寝不足と疲労で、顔色の悪い私に、母が実家に泊まれば？と言ってくれて救われた。ありがとうお母さん。）
　（二〇〇八年五月三日、連休中の姉が、華をお散歩へ連れて行ってくれた。昨夜もほとんど寝ていないから、その間に私は少しお昼寝。本当に有難いなぁ。）
　母の育児日記には、私を育てながらの悩みや、辛かった事、父や祖父、祖母、伯母など、家族皆への感謝の気持ちが沢山書かれてありました。これを読んで、私は、なぜ母が虐待した母親へ、同情するような言葉を発したのかが、少しわかったような気がしました。
　けれど私は、だからと言って、小さい子供を死なせてしまうなんて、許せません。絶対に無くさなければいけない、社会問題だと思っています。
　近年では、核家族化が進み、祖父母の協力が得られず、子育ての負担を一人で抱え込む母親が増えているそうです。昔と今では、子育てをめぐる環境が、大きく変化したため、虐待などの問題が深刻化している、と言われています。
　私の将来の夢は保育士です。小さい子供達が毎日楽しく、学びや、遊びが安心して出来るように、これから沢山勉強して、夢を叶えようと思っています。
　そして、育児に悩む、毎日がんばっているお母さん達の、助け船を出せるような、そんな存在になりたいです。
　たった一人の、小さな積み重ねでも、何十年後の、社会全体の犯罪数を、大きく減らす事が出来るかもしれません。まずは、一人一人がその意識から･･･
　明るい未来のために。
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